
1.緒言

本邦に於ける地震愛生の日愛化調査

其の 1，茨城豚附近

本間 E 作プ小宮友吉桝

地震後生同教に日愛佑，年愛佑等の週期的愛佑のある場合がある事は大森博士(1)の有名な研究，

以来種々の人に依り調査されて居る.殊に近年は確率論に照して週期が真賓であるが偶然的危ものー

であるかを確める方法が用ひられる様に友りベ又一方では観測網が充賞してから十数年を経て新

しく，確貫性の多い材料も増加したから，再び此の問題を採り上げて吟味し度いと思ふ.元来との

種の調査の意義は，週期的愛佑を起す外的因子は何者であるかを確定する事にある.而して之が定

まれば震源、に於けるを愛震機構はさラ云ふ外的因子の影響を受け得る者を採用しなければならないか

らやがては殻震機構とも結びっくべき重要友要素の一つなのである.さう云ふ目的の震には調査

直域を細分して，各医分に於ける地震稜生の模様と，その直域の備へる係件とを脱み合せて詳細に

比較する事が必要であらう.かう云ふ方法で研究されたものには年愛佑に就て日本金鰻を細い網目

に分けて各月をー匡域とした松津博士及び仲町p 西J1 /，吉村諸氏の報告がありへ日愛化等について

も故木下理事士(むの和歌山燃の地震の報告等があるが，、未だ日愛佑について本邦各地の性質は調

べられて居ない様である.私共は先年水戸測候所在勤中高谷静馬氏が茨城県来、各震央地域の地震後生

同教の統計をなされF 水戸市附近の地震や筑波山附近の地震には極めて顕著注目周愛佑の見られる

事を後見された後を引稽いで調査し，確率論的に週期の貫在住を吟味したので，之を機舎に本邦主

要震央地各地の日饗必性を総括し，進んでは日獲化の機構を把握するに到り度いと思ひとの調査を

始めたのである.拾にその機縁を奥へられた高谷技師比深謝申上げる次第である.叉材料の整理や

計算等面倒な仕事に就ては中央気象墓地震課の鈴木p 高見雨嬢に負ふ所が頗る多かった.記して感

謝の意を表する.

2. 地域の冨分及びそ¢特徴

茨城豚附近の主な震央地域としては鹿島灘，筑波山及び柿悶附近ー茨城鯨南西部及び、水戸市附近

(那珂川流域〉の 4匿を揮んだ.勿論，茨城豚は地震の多い関東地方でも叉格別地震の多い廓であ

* 中央気象蓋 **銚子測候所

(1) 大森房吉; 震災議防調査曾報告， 2 (1874)， 30 (1900). 

(2) T. Maもuzawa;~ Bull. Earthq. Res. Inst..， 14 (1931)， p.38. 

(3) T. Maもuzawa，H. Nakamati， Y. Nisikawa， Y..Yosimura; do. 15 (1937)， p. 711. 

(4) 木下潤ー; 地震， 10 (1938)， p. 129，伶ほ岸上助教授も関東地方の有感地震に就て調査あり. -F. 

Kishinouye， Bull. Earもhq.Res. Inst. 14 (1936)， p. 604. 
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るから北方の山地にも，霞ヶ浦附近にも屡々地震が費生L.，時には相営強いものさへあるが，上記

の四つは先づ比較的同教の多い庭と見倣される.

鹿島灘と云ふのは昭島!採の盤屋崎の南方から夫吠岬の北方に亙る海で.その北部と南部p 沿岸近

くと沖合とで1は地震の性質も随分遣ふ様であれ.叉寧ろ稿島沖或ひは房総沖に出るべきものが多少

は混って居ないとも限らない.筑波山及び柿岡と云ふのは気象要覧では筑波山と柿同に分けて載る

し，多少特性も異るようにも見えるがp 徐り距離が近いから設では一括した.筑波山の方が概して

逢かに多数であるから，金曜とじて気象要覧の筑波山地震の傾向が強く現はれてゐる.茨城鯨南西

部は利根川中流域及び小貝川，鬼怒川の下流域を指すy 従って筑波山の甫}西の部分で千葉懸及び

栃木県率、等の一昔sもとの中に含まれる.筑波山のものと茨城螺南西部のものとは場合に依つては必宇

しも区別が明瞭で無いが金鰻の傾向には影響を及ぼす事はあるまい.水戸市附近とは那珂川河口附

近乃至下流域， r田沼附近等のもので，統計期間内に 2同の強震を起して居るから直域は狭いが濁立
して取扱った.一部は鹿島灘のものとの直別が不明瞭であるが，夫にも拘らす=雨者は非常に異った

特性を示して居る.

統計期間は昭和2年以降最近迄の十数年を採った.都合に依り各地域毎に統計年数が一致して居

友い. 此等の直域に於ける地震活動の大骨量の模様を示す潟， 1ヶ月毎の地震同教のグラフを第 1

国に示す(有感地震と無感地震との合計).叉額著地震や共の他著しい現象も参考ρ魚記入しであ

る.永年愛佑に就ては各匿域共規!)J的なものは見出され友いが， 2，3注意すべき事を述べて置き度

ぃ.昭和 6年 9月 21日埼玉螺西部に烈震があり彩じい徐震を伴ったものであるがy 之と同時に

-筑波山，水戸附近の地震は同教が激増した.然し翌月から急速に平静に復して居る.鹿島灘では昭

和 10年 7月 19日に頴著地震が起り多数の徐震を生じ，叉昭和 13年 6月 18日及び同年 9月

22日の額著地震も柏多数の徐震を伴って居るがF 昭和2年11月，同 4年 4月の 2個p 同 6年

4月及び同年 9月の綴著地震に於てはその様な事がない.官余震の多いものは-規模が大きく奥羽地

方全部が有感になる.筑波山のものは西埼玉地震後の外向昭和 11年 12月末の伊豆新島の強震

に綾く昭和 12年前宇及び昭和 15年 7月の三宅島及び伊豆大島の三原山の活動のあった嘗月に

夫々群鼓してゐる.之等が互に関聯あるものかどうかは分らないが，他の地域とは相官異った特色

の様に思はれる.向ほ筑波山y 柿岡附近にはとの期間中額著地震に相官する程大規模のものは全然

起ってゐない.茨城牒南西部及び水戸附近のものは後者の西埼玉地震後のもの以外には目立って同

数の多かった事は無く，叉夫々の直域内に額著地震が起った場合に於ても徐震の起る事は到って少，

たいのである.倫ほ茨城鯨南西部のものは大部分が有感覚地震であるがy 他の地域では無感受の方

が逢かに多いものである.さう云ふわけであるから各医域毎に有感地震と無感地震とを分ける事は

せや線同数で統計を行った.
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策 1 閏月別地震回数表

東 京 湾穎著地震 a 静 岡顛著地震

北伊豆グ 10.伊豆新島グ

富士山東麓 グ ー11. 犬吠岬南東沖 グ

相 l模川中流 グ 12. 埼玉一本庄く深護7 グ

桂 川上流 グ 13. 犬吠岬南東神 グ

埼玉ーイ山元山附近 グ 14-18. 福島j際東方沖 グ

三 陸 沖・ グ 19. 伊豆三宅島及び三原山噴火
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統計の方法

統計の方法は既に松津博士芙の他の方々が述べて居ちれるが説明の11民序として略記する.

昭和 2年以後各年毎に解析を行ひ， 1日を 24に等分した時第 t呑目の時間内に起った地震の
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。=Z，dtz占V{2111(t)ベ吐)川島山

CfJt炉戸4戸凶=吋吋吋ザt旬ザg'-l一叶J倍酌酌2ト針トU引ω(伊ω怜S吋恥仙)s 
U - I ~:Y (t)cos (吋)) ， 

.(2) 

但じ N 年は一年間の総同数， I1!Pち EU(1)である. との N ~司の地震が 1 日の各時刻に全く勝手

αz ・ αz
に起るものならr.f，その時のーが賓測のーを超える確率は

00 α。

vV(ん)= e-;-ki
2 

但し kt~V ~ . :: 
. . (3) 

・・・(4)

である.但し1日週期，宇日週期等の振幅は総同数に比例して増すものと考へである.lV'(ki)の値

が1に較べて甚だ小さい友らば偶然の現像として期待される事が少ない事.に怠る.即ち何か外的因

ー子の作用を議想する事が相嘗確からしいわけである。

ヨたにかうして確められた週期性が，或る年に偶々現はれたものでは無く安定なものである事を見

る震には位相角 p の定常性を調べればよい-之は毎年の αt/αoの値を勝手にベクトル的に寄せ集

めた結果の千均値が賓際金期間を通じての lIi!α。ーの千均値より大きく成る確率

lll' (ν)=e_kf2. . . ........................... .・・・(5)

α4 ・ 11/!.1αz¥2
(但し k'は杢期間に於けるーの千均値と :1/~(~)との比， sは統計年数を表はす).

α-.--s r :;:-1¥α。ノ
が1に比し十分小さいか否かに依り決められる.十分小さければその週知性が安定と考へてよい.

向ほ時刻の匿分は 0時より 1時迄は t=O，1時よ，り 2時迄を作1 と云ふ風に採つである.

従って例へff'(j)'l = 6h511Dと云へば一日愛化の最大振幅が 6h51lDから 1時間内である事を示すも

のである.

解析は十日周期の>D.O)I1!Pち α釦似の項迄求めた矧以下の各表で引は酬で表はしであ

る.叉例へば P2と云へば 12時間経った 2つの時刻がある筈であるが3 その中早い方の時刻で

表はしである・ちpa，'P4に就ても同様である.
/'ー

4. 鹿島灘

鹿島灘の地震に就ては昭和 2年から 14年迄 13年間の材料を用ひた. との聞に ~116 同の地

震があれその内 490同は有感受， 1626同は無感覚であった;叉顕著地震は8同も起って居る.

沿岸近くのものは内陸的の記象を示すが遠方のものは海底形のものがあり地震の性質!としては一様

では無い.

第 1表は週期的解析の結果を括めたものである.Wの欄にゴヂツクで書いてあるのは 0.1より
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昭手r1 N 

2 106 
3 16] 
4 1τ7 
5 138 
6 173 
7 130 
8 132 
9 140 
10 208 
11 145 
12 142 
13 22440 8 
14 

金期 2116 

TV' 

験 震 時 宇品

策 1 表 鹿 島 自F !7J 地 震

α。 αdα。 1 夙 i 向/α~ 1 小 1. W~ 
一11 一一一h 一

4.42 0185 -6510.450.357115400..0635 5 
6.71 0.185 20 471 0.2'6 10.104 110 35 
7.38 0.122 20 541 051 10.263 1 4 3610.048 
5.75 0.211 19'59 0.22 0.145 3 07 0.49 
6.21 0.024 18 06 0.13 0.164 3 04 0.389 
5.42 0.060 21 04 0.89 0.288 71558 I 0.06 
5.50 0.193 424 O.2J 0.1-60 

000...004283 2 3 5.83 0.196 o 18 0.26 0.267 11540 9 
86..064 7 
0.188 12 27 0.16 0.271 11 
0017 21 ]2 0.99 0.060 o 07 0.88 

5.92 0.189 5 55 0.28 0.104 o 15 0.68 
10.00. 0.079 6 0:) 0.69 0.228 5 06 0.045 
10.33 0.079 14 47 0.69 0.181 2 27 0.15 

一
88.17 0.0064 23 42 0.98 0.125 

0.975 0.255 

繋 2 園

一¥¥

HE1E 

川/α。IfJJ3 Wa Iωα。

0.1497415 2 
0.180 1 1 0.27 10.210 
0.072 1 6.32 0.80 i 0.163 
0.166 4 15 0.39 0.298 
0.064 411 0.86 0.128 
0.115 .7 08 0.65 0.248 

0O .41816 2 4 24 0.66 0.217 
1 30 

o 0日0成45fM85 B }償

0.069 
0.125 2 09 0.384 
0.122 
21512 1 0.276 

0，023 0148 
0.130 4 04 0.37 0.079 
0.0生3 1 12 0.90 0.121 

0.27 

0.091 

i LJ 
下-/1
i l 

fJJ4 'rv4 
h 111 

3 04 0.19 
5 51 0.17 
2 10 0.31 
1 19 0.084 47 
4 05 O. 
3 54 0.14 
325 0.18 
3 21 0.85 
4 18 
000 •.. 4G066 君449 5 00 

1 22 
o 49 0.68 
1 40 0.43 

一
0.68 

0.815 

ノj、さいものである. 個々の年を見ると宇日週期の確率'H':!が柏、小さく出てゐるが位相角は不定で

あるから安定住の確率は 0.255もあって偶然的事象と見るべきである.他の週期は一層偶然的で要

するに， との直域には日周愛佑或ひは宇目 p 1/3 日， 1/4日等。愛佑は見られないと号へる.全期

間に就て時刻別の組問教の平均毎時同教に劃する割合を第 2固に示す.イ旦し縦軸は

(n-1)時の同数十n時の同数十(n十1)時の間数〆
÷〈平均毎時同数)

3 

.を示しである.大韓に於て平均値の附近を上下してゐるに過ぎたいが午前2時頃に柏額著な極大がも

あり急:に午前 7 時前後に極i1、がある.振幅は左程大きくたいから大して意味のあるものとは思は

れえにい，

5. 筑波山及び柿岡附近

昭和 2年から同 15年の聞に 4064同の地震がありとの中筑波山と報告されたものは無感地震

2397同，有感地震 422同，計 2819同p 柿岡と報告されたものは無感地震 1193同，有感地震52

同計¥1245同であった. との附近の地震は統計の 14年聞に顕著地震が一同もたい程局部的な性質

を持ってゐる γ

週期解析の結果を第 2表に示す. ←日周期， 宇日周期， 及び 1/4 日周期が極めて顕著なのに
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策 2 表 筑波山及柿岡，の地震

N α。 α山。 CPI TY1 αdα。 CP2 TY2 α:>Jα。 CP3 円三 α4/α。 CP， lV， 
11 一 h パn b . 

2 143 5.96 0.272 10 51 0.071 0.163 8 37 0.39 0.229 2 02 0.15 0.124 3 43 0.57 
3 142 5.96 2 '0.024 4 54 0.98 0.139 11 52 0.51 0.208 O 4309 5 

0.25 0.139 o 45 0.51 
4 83 3.4 0.119 11・080.75 0.172 o 08 0.54 0.1'43 0.66 0.361 4 12 00..0561 7 
5 161 6.71 0.237 14 23 

000 ••• 0011 543 1 
0.239" o 20 0.10 0.124 5 59 0.54 0.130 3 36 

6 375 15.63 0.383 12 22 0.268 1 42 
00 •• 00027 12 0.167 

5 31 
000 •. 003727 5 2 
0.125 1 32 0.24 

7 389 16.21 0.182 14 26 0.193 o 27 0.102 4 01 0.649 346 00 •• 0031T0 2 
8 307 12.79 0.149 10 21 0.18 0.040 7 43 0'.89 0.222 2 44 0.213 2 38 
9 、181 7.54 0.045 22 22 0.91 0.173 1 18 0.26 0.179 3 20 0.24 0:135 1 06 0.44 
10 174 7.25 0.221 2 53 0.12. 0.155 2 09 0.36 0.273 6 332 0.040 0.186 2 43 0.23 
11 227 9.46 0.213 12 38 0.77 0.078 2 27 0.71 0.201 39 0.10 00.. 079 3 00 :0.70 
12 685 28.54 0.640 11 46 

0a00瓜・0ω23912 1 5 

0.243 11主700..0344 4 0.205 3 20 000...60009 3724 6 
067 4 20 0.46 

13 427 17.79 0.183 12 55 0.101 4 46 0.237 6 47 0.093 3 18 0.39 
14 298 12.42 0.180 10 16 0.057 3 16 0.85 0.071 o 41 006.02826 7 

1 00 0.57 
15 472 19.67 0.102 11 09 0.091ii 1 32 0.34 0.413 o 20 0.082 3 06 0.0026 

一 一 一 一
金期 0.175 11 28 0.0

13 0.100 o 44 0.0438 0.0167 1 47 0.75 0.115 3 20 0.051 

TV' 0.002S5 0.0082 0.50 0.076 

宣言 o) 

a 国

¥..t 
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悩 0.8
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ρ
0
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[!，y 主1J

1/3 日周期は全く偶然的と見られる.、 1/4 日周期は安定|宝は柏乏しく偶然としても 4%期待出

来る. 之に封し一日及び宇日周期は偶然としては宇、っと期待薄なものである. 一白周期の極大は

111128111，4三日周期の極大は Oh441U及び、王2h441Uにあり， 1/4日周期のものでは 3h201U，9h201U， 15h201U 

及び、 21h20m である.振幅は一日周期で 0.175，宇日周期で 0.100，1/4日では 0.115である，第

3聞には統計期間金鰭に於て第 1固と同じ様友観測による日数化ρ園(折線)と金期間の材料に

依る一日周期及び宇日周期の成分を加へ合せた計算値(曲線〉とが示しである.午後の部分は賓測

と理論が極めて良三一致して居るが午前中は飴り良く一致してゐたい.之に 1/4日愛化の成分も加

べればもっと金鵠として釣合ひの保った一致を得られるかも知れない.周期愛化の振幅が左程大き

くなし:不一致の鮪も割合とあるのに W や iiv'が之程小さく得られるのは金曜の地震同数が甚だ

大きい魚であらう.

'6. 茨城廓南西部

昭和 2年から 14年迄の 13 半間に 661同の地震があれその中有感地震は 443同p無感地震

- 61--



62 

昭和 N 

。】 56 
3 88 
4 
878 7 

5 
、6 57 
7 30 
8 22 
9 34 
10 35 
11 35 
12 43 
13 53 
14 43 

金期 661 

験 震 時、報

策 3 表 茨披 M埠南西部の地震

α。 αdα。 CPl W1 α2/α。CP2 F九 α3/α。 CP3 W3 
h m 一 一 lt 一

2.33 0.427 14 52 0.079 00..01827 3 
7 51 0.61 0.197 446 0.58 

3.67 0.119 15 57 0.73 3 00 0.99 0.195 6 48 0.44 
3.21 0.285 5 04 0.21 0.227 o 32 0.37 0.537 454 0.0402 39 
3.67 0.3fi6 20 18 0.063 0.191 8 54 0.45 0.198 7 24 0.42 
2.38 0.222 13 55 0.49 0.137 11 18 0.77 0.097 311 0.88 
1.25 0.256 20 05 0.61 0.481 6 30 0.18 0.136 5 27 0.87 
0.92 0.098 1 10 0.95 0.024 7 00 1.00 00..71625 7 

7 00 00..804τ 0 
1.42 0.289 22 35 0.49 0.453 10 58 0.18 006 
1.46 0.284 8 10 0.49 0.553 1 14 0.071 0.215 6 27 0.68 
1.46 0.269 20 21 0.53 0.394 1 33 0.26 0.195 1 04 0.72 
1.79 0.260 5 42 0.49 0.362 

86250 7 0.23 
0.233 1 17 0.56 

2.21 0.599 18 45 0.0088 0.443 00..0671 5 0.027 6 52 0.99 1.79 0.375 9 16 0.22 0.216 3 50 0.151 -1 00 0.78 
ーーーー・主ーーーーー句ー

27.54 0.0625 1643 0.53 0.0429 943 0.74: 0.0627 6 06 0.52 

集 4 園

J 八 I. \.'.~へいλ 。レ吋
対 iY寸ゾネノr.T とし」
煽| 1)_~_m 1.) --， I . 

α，/α。 CP， 再三
h 111 一

0.036 2 00 0.98 

00..23418 9 5 39 0.35 
521 
00..0392 8 

00..80528 9 
3 26 
5 30 0.95 

0.291 4 37 0.53 
0.372 5 48 0.46 
0.256 5 23 0.57 
0.348 035 0.35 
0.419 3 14 0.22 
0.405 3 23 0.17 
0.264 1 22 0:40 
0.090 o 00 0.92 
一 一

0.0622 5 12 0.53 

は~218 同であった.有感地震が無感地震の 2 倍もあるのは勿論震央地域が多数の直内観測所を

有する陸地の中央に在る~でもあるが，筑波山附近のとは著しい相具である.統計の期間に昭和r 2 

年 2月 12 日小只川下流域に震域の極めて庚い顕著地震があり， 13年 6月 6 日に6茨城廓江戸

崎附近に鯨著地震が起って居り y 一般に筑波山附近の地震に比し，規模が大きい事はこの地方で験

震に嘗って居る者には周知の事柄である.卸ち雨者の境界は必やしも判然とはL1J.いが直別して取

扱ふ方が趨営と考へる.方も茨城懸南西部地方にも筑波1l.Jや柿岡附近の様に彼弱な局部的地震を多

数に議生して居るのかも知れ左いが，との地方に地震計を持った観測所が無いので分らたいのは遺

憾である.

扱て解析の結果ば第 3表に見る様に全然周期性を示さない・ (従って JV'は計算して居ない.)

第 4固には観測値に依る相針振幅の日愛化が掲げてある. 見様に依つては午後が午前より少し同

数が多い様で、応あるがp 夫は勝手に地震が起って居ても 1/2は期待出来る事であるのは第 3表の

lV1が示す通りである.

7. 水戸市附近

との地震に就ては既に後表したが(1)計算K幾らか設りがあったから訂・正芳々訟に再銭する. その

(1) 高谷静馬，本間正作;測候時報，紫1l~き，(昭和 15 年)， p. 312. 
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第 4 ・表 7J(戸市 i滑近の地震

sB 不日 N α。 α1 α11α。 CPl fV1 
h 

2 94 3.92 3.00 0.765 13 4生 00..00674 1 
3 90 3.75 3.26 0.870 王4 04 
4 38 1.58 1.09 0.688 ..14 15 0.011 
5 78 3.25 0.88 0.269 13 12 0.24 
6 112 4.67 2.87 0.615 13 12 0.043 
7 41 1.74 0.03 0.015 14 23 1.00 
8 60 2.50 0.58 0.233 11 55 0.45 
9 32 1.33 0.02 0.014 3 22 1.00 
10 58 2.42 0.80 0.331 l' 26. 0.21 
11 54 2.25 0.37 0.166 21 36 0.69 
12 62 2.58 0.54 0.207 4 53 0~51 

昭和 2-6年

[a'l/α。]=0.6435，
[W1] =0.0000， 

[N]=412， 
[CP1]ご 13h31ill，

[Wl']=O~Ol l. 

震統計はその蛍時用ひた昭和 2

年から 12年迄の 11箇年で極く

最近のものは附け加ヘ左かっ

たが，ヨたに述べる様友著、じい特

性には大して影響を奥へないと

思斗.ζの 11年間に昭和 5年

6月1日那珂川下流域に強震あ

り水戸市附近には多少の被害を

伴った 叉昭和 7年 12'月に

も顕著地震があった.又昭和 6

年西埼玉烈震の後には多数の地‘

昭和 7--12年 UY]=307， 昭和 2--12年 [N]=719， 

[αdα。]=0.1224， [<)11] = 3h01 m， [1α100] = 0.3212， [SP1]=13III-6m， 
[河合]=0.317， [W1'J.= 0.109. UV1]=Q.∞00. [Hγ] =0.070. 

策 5 国
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震が群透して約1:ヶ月績いて居 時主IJ

る.総同教は 719同でその中 663同は無感覚， 56同は有感覚であった.之等の或るものはP相y

s相共極めて明瞭であるが，一方には匿別の不明瞭で草にー列の波群の様に記象されるに止まるも

のもあれその様なものでは初期徴勤時間が測定出来ないが鹿島灘に起って水戸市だけで記象され

たものかも知れ友い.然し夫にも拘らや周期解析の結果は鹿島灘のものとは全然違った特性を示す

のである.

解析の結果は第 4表に示す. 宇日以上の高失の周期は仮令杢周期を通じての W が小さい場合

でも W'は割合大きい事も分ったが設には省略した(1).との地域の一日愛化で甚だ著しい事は統計

(1)例へば半日援化では前半期間に封し fVz= 0.003であるが W'2=0.075となる.振幅は 0209，極大時刻は

3h44m である.
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期間の前半(昭和 2........6年〉と後宇(昭和 7........12年)で全く遣った特性を示す事である， 13Pち前宇

では lV1 は何れも甚だ小さく ;1良令、昭和 5年の様に割合大きい牛で、も位相角 CPlは 13時前後に

あり良く周期の安定住を保ってゐる.之に反し後宇期では lV1 は何れも大きく位相角もまちまち

で全く偶設的と見るべきであらう.昭和 5年に W1が割合大きかったのは，この年に起った強震

に依る擾首Lと思はれる.以上の様友次第であるから前?後雨期の夫々に就て及び前後を通じた全期

間に就て結果を出すと前宇に於ては W1 は殆ど oK.等しく W' も 0.01K.過ぎないがp 後宇でー

はlV1 は 0.32に及び，W1' も 0.11で大きい.叉全期間では前宇の影響が甚だ良く放いて TY1は

矢張り小さいがyαdα'0 は 0.32位に低下して居る.叉 W'も0.07で可成り大きい.第 5固には

前宇期の材料に依る観測値の日愛佑と計算値の一日愛化の比較を示じである.雨者は非常によく一

致して居る.極大の時刻は 131】31m で最大振幅は平均値の 6割生分と云ふ驚くべき値に達して居

るのである.之だけ顕著な周期性が昭和7年を境にして念に泊、え犬せた理由に就て前論文では昭和

6年 9月の西埼玉強震と夫に伴ふ水戸附近地震め群殻に連関させた臆測を述べ，現在でも必守、し

も夫を訂正しようとは思はないのであるが，筑波山附近の地震等では，その様な黙が飴りはっきり

表はれて居友いから少時保留して，只事賓を述べるに止めて置かうと思ふ.

-8. 約言

以上を通覧すると，先づ鹿島灘及び茨城豚南西部に震夫を有する地震は日週愛化及び高次の愛佑

が全然認められ在い.之に反し筑波山及柿岡附近の地震は極めて顕著な一日F 宇日及び 1/4日周期

がある. との中 1/4日週期は他の 2つに比し安定住が弱い.叉最も優勢なのは 1日愛佑(極大時

刻， 111128111)で相釘振幅は， 0.175，之に反し宇日及び 1/4日のものは何れも約 0.1である.水戸

市附近のものも昭和 6年迄は一日週期が極めて顕著でその相封振幅は賞に 0.64'K.及・んで居る.極

大時刻は筑波より 2 時間後れて 13h31111である.牛日週期も柏現l生れて后るが確貫性は徐程劣る.

然るに昭和7年以降は急:に週期性が崩れ日週愛化は全然認められたい.イ旦し全期間を通じては?なほ

前期の影響の篤y 全龍としては相蛍の日週饗化を示して居り，唯振幅は約守三分の 0;32!tC低下して

ゐる.倫ほ水戸附近の地震と筑波山附近のものは西埼玉地震後何れも群渡して居る£云ふ共通黙に

も留意すべきであらう.

以前園富博士及び篠原氏(むが関東地方の地震統計をされて顕著注目愛佑を指摘された事がある

が，細分して見ると以上の撲に日愛化のある場所と無い場所が存在してゐる事が分るのである. し

かも雨者の差は極めて著しいものである.

之等日愛イ名の機構に闘しては更に他地方の統計の完成を倹って綜合的lf'e:考察する事にし設には推

量を差じ控え度いと思ふ. (昭和 16年 9月〉

(1) S. 1. Kunitomi and S. Shinohara; Geophys. lVIag. 7 1933， p. 31. 
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